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◇編集と発行 沢田自治センター   

電 話 ２６－０６９６ 

ＦＡＸ ２６－３０４９ 

◇ 発行責任者：センター長 

       増子 美知夫 

 

 
 

英会話教室 受講生募集します        
 

 日常会話ができる程度の語学力を身につけるための教室です。英語で話しかけられたら 

その意味を理解し、それなりの対応ができるって素晴らしいことです。そのためには何度も 

同じ会話を聞き、話すことの繰り返しが上達の近道だといいます。 

講師は鈴木澄男さん（沢井出身）。元航空管制官で現在は行政書士として活躍中。 
 

○ 開設期間    平成２６年１１月～平成２７年５月までの半年間 
        毎週日曜日  午後５時 ～ ６時３０分 

     ○  場  所     沢田自治センター（日本間） 

   ○ 受 講 料     ２,０００円（月） 

   ○ 募集人員    １５名程度（先着順） 

  ○ 応募期間    平成２６年１１月１日 ～ １５日 

   ○ 対 象 者    中学生以上 

※ ご希望の方は 沢田自治センターへ（電話での申し込みも可） ℡ ２６－０６９６ 

  ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊ 
    

沢田中学校・自治センター合同文化祭は大盛況でした。 
      

  １０年にわたり合同で開催してきた文化祭も最後とあって、惜しみない地域の皆さんの協力 

 により盛大に催すことができました。来場者も学校関係者やセンター関係者を含めると５百人 

を超える盛況ぶりでした。来年も工夫をこらし、沢田地区の一大文化イベントとして開催して 

いきますのでご支援方よろしくお願いいたします。 

 
＝＝＝ ＝＝＝ ＝＝＝ ＝＝＝ ＝＝＝ ＝＝＝ ＝＝＝ ＝＝＝ ＝＝＝ ＝＝＝ ＝＝＝ ＝＝＝ ＝＝＝ ＝＝＝ 

１１月の行事予定 
  ４日（火） ・書道教室（Ａ） １３：３０～ 

 １１日（火） ・福寿会  ９：３０～  ・書道教室（Ｂ） １３：３０～ 

        ・白鳥の会事前会議（１班） １９：００～ 

 １４日（金） ・地域自治協議会設立準備委員会 １９：００～ 

 １８日（火） ・白鳥の会（１班）９：００～  ・沢田防犯教室（講演・寸劇）１３：００～ 

        ・書道教室（Ａ） １３：３０～ 

２５日（火） ・書道教室（Ｂ） １５：３０～ 

沢さわだ田 
自治センターだより 



 

集落資源保全会情報                 会長 近藤丈寿 
 

小さな活動の積み重ね、 みんなで地域の環境保全を！ 
 

９月２１日、白鳥池下流並びに竹柄地区下流の２ヶ所を選定し、沢井集落資源保全会の 

メンバーによる水質検査を実施しました。結果は下表の数値でした。 
        

【 平成２６年度水質調査票  Ｈ２６/９/２１ 】 
 

調査項目 
   白鳥池下流地点 竹柄下流地点 

 １回  ２回  ３回  １回 ２回  ３回 

ＰＯ４（リン酸） 0.05   0.05 0.05  0.05    0.1   0.075 

ＮＨ４（アンモニア態窒素）  0.2  0.2 0.2  0.5  0.2  0.35 

ＮＯ３（硝酸態窒素）  0.5  0.5 0.5  1.0  2.0   1.5 

ＮＯ２（亜硝酸態窒素）  0.01  0.01 0.01   0.005   0.01  0.0075 

ＣＯＤ（科学的酸素要求度）   6  6   6   6   8   7 

透明度（ｃｍ）  27  27  27 ――  ――  ―― 

水 温（℃）  12  12  12  ――  ――  ―― 
 

いずれの数値も基準以内と判断されます。  

  今後も活動の一環として水質検査を実施しながら、地域の皆様と共に環境保全の大切さを 

  共有していきたいと考えます。 

 
∞∞ ∞∞ ∞∞ ∞∞ ∞∞ ∞∞ ∞∞ ∞∞ ∞∞ ∞∞ ∞∞ ∞∞  

 

福島テレビ（ＦＴＶ）が沢田竹資源開発の活動を紹介 
 

 １０月３日と１２日（石川町産業交流祭）の二日にわたり、福島テレビが竹資源開発研究会の 

活動を取材し、その模様が近日中にスーパーニュースで紹介されることになりました。 

 竹林整備作業、竹チップの堆積の様子、竹肥料でつくったコメの収穫、産業交流祭での新米の 

試食販売の様子など約３分間に編集し放映するようです。さらに、来年の水フキの収穫の模様等 

も取材したいという申し出もあり、研究会としてこの上ない励みとなっています。 
 

 
  竹のチップ化作業を撮影     竹肥料米の収穫の模様    新米の試食販売の様子を収録 

 


